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プロジェクトワーク 

新入社員 人事部・上司・先輩 

・いろいろ研修を行っているものの会社で働くイメージ
がわかない 

・仕事の大変さがピンと来ない 

最近の若手社員は、 
  ・ 指示待ちが多く、自分で課題や目標を設定できない 
  ・ 自ら学ぶ意識が薄く、言われたことしかやらない 
  ・「自分の仕事はここまで」と枠を決め、そこから先に 
   チャレンジしようとしない 
  ・「仕事のやり方には正解があり、答えは誰かが教えてくれるもの」 
   と思いこんでいる 
・研修で学んだことが、仕事の場でなかなか活きてこない 

課題・
ニーズ 

目的 

特徴 効果 

１．職場の環境に近い形で「仕事」を体験・体感！！ 
２．徹底的に考え抜かなければ仕事で要求される結果は出ないということを知る 

現実の仕事をテーマに、チームごとに自分たちで課題を
設定し、解決に向けて取り組みます。その過程で上司役
から「視野を広げ、考えを深めるアドバイスを受け考え
直す」ことを繰り返すことで、最終成果発表会に向けた
成果物の完成度を高めていきます。また、進行は各チー
ムの自主性に任せられます。上司からの指示はチームの
進捗にあわせたもの。どれだけ本気で頑張るかで成果に
大きな差がつきます。 

配属されたら実際に経験する仕事を、研修の場で仮想体験できます。職場に配属されて仕事をするようになって 
直面する「厳しさ」や「難しさ」を研修で体験することで、働く覚悟が固まります。 

１．上司役からの適切なアドバイスで、
視野を広げ、考えを深める 

２．頑張りの差がチームの成果の 
差になる 

テーマ設定、役割設定、進行は実際の仕事に近いため、
受講者は配属後の仕事をイメージできるようになりま
す。加えて、自分達の力で進め、結果を残す経験を通
じ、取り組み後には「大変だったけれど、結果を出し
た」との達成感が得られます。また成果発表会におい
て、チームによって完成度に違いがあることが歴然と
わかるため、受講者は最後に「頑張れば頑張っただけ
の成果がある」ということを感じ取ります。 

１．仕事のイメージがわく 

２．達成感を得る 
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No. 内容 狙い 

1 

オリエンテーション 

 ・研修の目的、内容解説  

 ・チームビルディング 

目的理解 

3 

ワークシミュレーション 

 ・課題に基づき、チーム活動 

   計画立案→市場調査→コンセプト 
   立案→商品設計→広告戦略立案 
   →上司報告 

  ※上記を繰り返す 

ワークシミュレー
ションを通じ仕事の
理解 

ステークホルダーの
理解 

4 

プレゼンテーション 

 ・企画書作成のポイント 

 ・プレゼンテーションのポイント 

プレゼンノウハウの
理解 

5 
成果発表プレゼンテーション準備 

 ・企画書作成  
 ・成果発表のリハーサル 

質の高いプレゼンの
ための準備 

お互いの内容共有 

6 

成果発表会 

 ・各チームの発表 (15分／１組) 

  (発表 10分、質疑応答 5分) 

 ・講師フィードバック 

 ・事務局フィードバック 

活動成果の共有 

7 

振り返り 

 ・個人、チームの振り返り 

 ・アドバイスディスカッション 

職場での再現の動機
付け 

 

 

オリエンテーション 

◆研修の目的、内容説明 

◆チームビルディング 

市
場
調
査 

ア
イ
デ
ア
だ
し 

コ
ン
セ
プ
ト
立
案 

最終発表 

◆チーム発表  

◆振り返り 

◆ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ    

◆ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

◆目標設定 

  

商
品
設
計 

  

広
告
戦
略
立
案 

  

上
司
報
告 

 

流 

れ 
 

繰り返す 

計
画
立
案 

 

発表準備 

◆ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝとは 

◆ﾘﾊｰｻﾙ 

◆成果物（提案書）作成 

プログラム内容 プログラムイメージ 


